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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の駆動方法及び装置

(57)【要約】
【目的】本発明は画質を向上させるようにした液晶表示
装置の駆動方法及び装置に関するものである。
【解決手段】本発明による液晶表示装置の駆動方法及び
装置はソースデータのグレーレベル値と近背するグレー
レベルを中心とする少なくとも２つの修正データを含む
修正データバンドを導き出して、修正データバンド内で
相互直交する２軸方向に第１及び第２近似を実施して修
正データの間に位置する未設定された修正データを導き
出してソースデータを修正する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】少なくとも２つの修正データを設定する段
階と、ソースデータのグレーレベル値と近接するグレー
レベルを中心とする前記少なくとも２つの修正データを
含む修正データバンドを導き出す段階と、前記修正デー
タバンド内で互いに直交する２軸方向に第１及び第２近
似演算を実施して前記修正データの間に位置する未設定
の修正データを導き出して前記ソースデータを修正する
段階を含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】前記ソースデータを上位ビットと下位ビッ
トに分割する段階と、前記上位ビットと下位ビットを１
フレーム期間の間にそれぞれ遅延させる段階を更に含む
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項３】前記修正データバンドを導き出す段階は、
前記修正データが登録されたルックアップテーブルによ
り現在のフレームの上位ビットと前記遅延されたフレー
ムの上位ビットを比較し、その比較結果により前記修正
データバンドを導き出す段階を更に含むことを特徴とす
る請求項２に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】前記第１及び第２近似演算を実施する段階
は、前記修正データバンド内の横軸に現在のフレームの
下位ビットを利用して第１近似演算を実施することによ
り前記横軸上に存在する２つの第１近似値を導き出す段
階と、前記２つの第１近似値の間の線上で直前のフレー
ムの下位ビットを利用して第２近似演算を実施すること
により前記未設定の修正データを導き出す段階を含むこ
とを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方
法。
【請求項５】前記第１及び第２近似演算を実施する段階
は、前記修正データバンド内の縦軸に直前のフレームの
下位ビットを利用して第１近似演算を実施することによ
り前記縦軸上に存在する２つの第１近似値を導き出す段
階と、前記２つの第１近似値の間の線上で現在のフレー
ムの下位ビットを利用して第２近似演算を実施すること
により前記未設定の修正データを導き出す段階を含むこ
とを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方
法。
【請求項６】少なくとも２つの修正データが設定されて
おり、ソースデータのグレーレベル値と近接するグレー
レベルを中心とする前記少なくとも２つの修正データを
含む修正データバンドを導き出すためのルックアップテ
ーブルと、前記修正データバンド内で互いに直交する２
軸方向に第１及び第２近似演算を実施することにより前
記修正データの間に位置する未設定の修正データを導き
出して前記ソースデータを修正する修正部とを具備する
ことを特徴とする液晶表示装置の駆動装置。
【請求項７】前記ソースデータの上位ビットを遅延させ
る第１フレームメモリと、前記ソースデータの下位ビッ
トを遅延させる第２フレームメモリとを更に具備するこ
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とを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置の駆動装
置。
【請求項８】前記修正データバンドは、前記修正データ
が登録されたルックアップテーブルにより遅延された上
位ビットと遅延されていない上位ビットを比較し、その
比較結果により導き出されることを特徴とする請求項７
に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項９】前記修正部は、前記修正データバンド内の
横軸に現在のフレームの下位ビットを利用して第１近似
演算を実施することにより前記横軸上に存在する２つの
第１近似値を導き出す第１近似演算部と、前記２つの第
１近似値の間の線上で前記直前の下位ビットを利用して
第２近似演算を実施することにより前記未設定の修正デ
ータを導き出す第２近似演算部とを具備することを特徴
とする請求項６に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１０】前記修正部は、前記修正データバンド内
の縦軸に前記直前のフレームの下位ビットを利用して第
１近似演算を実施することにより前記縦軸上に存在する
２つの第１近似値を導き出す第１近似演算部と、前記２
つの第１近似値の間の線上で前記直前のフレームの下位
ビットを利用して第２近似演算を実施することにより前
記未設定の修正データを導き出す第２近似演算部とを具
備することを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置
の駆動装置。
【請求項１１】前記修正部により修正されたデータを前
記液晶表示装置に供給するためのデータドライバと、前
記液晶表示装置にスキャニング信号を供給するためのゲ
ートドライバと、前記ソースデータを前記修正部に供給
すると共に前記データドライバとゲートドライバを制御
するためのタイミングコントローラとを更に具備するこ
とを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置の駆動装
置。
【請求項１２】前記ソースデータの上位ビットと前記ソ
ースデータの下位ビットを遅延させる単一のフレームメ
モリを更に具備することを特徴とする請求項６に記載の
液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１３】前記修正部は前記修正データバンド内の
横軸に前記現在のフレームの下位ビットを利用して第１
近似演算を実施することにより前記横軸上に存在する２
つの第１近似値を導き出すと共に、前記２つの第１近似
値の間の線上で前記直前のフレームの下位ビットを利用
して第２近似演算を実施することにより前記未設定され
た修正データを導き出す単一の近似演算部とを具備する
ことを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置の駆動
装置。
【請求項１４】画像を表示するための液晶表示パネル
と、少なくとも２つの修正データが設定されており、ソ
ースデータのグレーレベル値と近接するグレーレベルを
中心とする前記少なくとも２つの修正データを含む修正
データバンドを導き出すためのルックアップテーブル
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と、前記修正データバンド内で互いに直交する２軸方向
に第１及び第２近似演算を実施することにより前記修正
データの間に位置する未設定の修正データを導き出して
前記ソースデータを修正する修正部とを具備することを
特徴とする液晶表示装置の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に関す
るもので、特に画質を向上させた液晶表示装置の駆動方
法及び装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】通常、液晶表示装置はビデオ信号により
液晶セルの光透過率を調節して画像を表示する。液晶セ
ル毎にスイッチング素子が形成されたアクティブマトリ
ックスタイプの液晶表示装置が動画を表示するのに適し
ている。アクティブマトリックスタイプの液晶表示装置
に使用されるスイッチング素子としては主に薄膜トラン
ジスタ（以下、「ＴＦＴ」という）が利用されている。
【０００３】このような液晶表示装置は数式１及び２で
分かるように、液晶に固有の粘性と弾性という特性によ
り応答速度が遅いという短所がある。
【数１】

ここで、τ及びγは液晶に電圧が印加される際の上昇時
間を、Ｖ

a
は印加電圧を、Ｖ

Ｆ
は液晶分子が傾斜運動を

始めるフリーデリック遷移電圧（FreederickTransition
  Voltage）を、ｄは液晶セルのセル・ギャップを、γ
は液晶分子の回転粘度をそれぞれ意味する。
【数２】

ここで、τ及びｆは液晶に印加された電圧がオフにされ
た後、液晶が弾性復元力により元の位置に復元される下
降時間を、Ｋは液晶固有の弾性係数をそれぞれ意味す
る。
【０００４】ＴＮモードの液晶応答速度は液晶材料の物
性とセル・ギャップにより調整することができるが、通
常、上昇時間が２０－８０ｍｓであり下降時間が２０－
３０ｍｓである。このような液晶の応答速度は動画の１
フレーム期間（ＮＴＳＣ；１６．６７ｍｓ）より長いた
め、図１のように、液晶セルに充電される電圧が所望の
電圧に到達する前に次のフレームに進行することによ
り、動画で画面がかすむモーション・ブラーリング（Mo
tion  Blurring）現象が表れる。
【０００５】図１に示すように、従来の液晶表示装置は
動画を表示する際の応答速度が遅いことにより、１レベ
ルでデータ（ＶＤ）レベルが変化する時、それに対応す
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る表示輝度（ＢＬ）が所望の輝度に到達せず、所望の色
と輝度を表現できない。その結果、液晶表示装置には動
画像のモーション・ブラーリング現象が表れ、明暗比の
低下により表示品質が劣化する。
【０００６】このような液晶表示装置の遅い応答速度を
解決するために、アメリカ特許第５，４９５，２６５号
とＰＣＴ国際公開番号ＷＯ９９／０５５６７にはルック
アップテーブルを利用してデータの変化の有無によりデ
ータを修正する方法（以下、「高速駆動」という）が提
案されている。この高速駆動方法は図２のような原理で
データを修正する。
【０００７】図２に示すように、従来の高速駆動方法
は、入力データ（ＶＤ）を修正して修正データ（ＭＶ
Ｄ）を液晶セルに印加することにより所望の輝度（ＭＢ
Ｌ）を得る。この高速駆動方法は、１フレーム期間中に
入力データの輝度値に対応して所望の輝度が得られるよ
うに、データの変化の有無に基づき、数式１で｜Ｖ２

ａ

ーＶ２

Ｆ
｜を大きくすることにより液晶の応答速度を加

速させる。従って、高速駆動方法を利用する液晶表示装
置は、液晶の遅い速度をデータ値の修正で補償すること
により動画像でモーション・ブラーリング現象を緩和さ
せ、所望の色と輝度で画像を表示することができる。
【０００８】さらに詳細には、高速駆動方法は直前のフ
レーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）それぞれ
の最上位ビット・データ（ＭＳＢ）を比較し、最上位ビ
ット・データ（ＭＳＢ）に変化があると、ルックアップ
テーブルから該当する修正データ（Ｍデータ）を選択し
て図３のように修正する。この高速駆動方法は、ハード
ウェアの実現の際にメモリの容量負担を減らすため、上
位ビットだけを修正する。このように実現された高速駆
動装置を図４に示す。
【０００９】図４に示すように、従来の高速駆動装置
は、上位ビット・バスライン（４２）に接続されたフレ
ームメモリ（４３）と、上位ビット・バスライン（４
２）とフレームメモリ（４３）の出力端子両方に接続さ
れたルックアップテーブル（４４）とを具備する。
【００１０】フレームメモリ（４３）は、上位ビット
（ＭＳＢ）を１フレーム期間の間保存し、保存されたデ
ータをルックアップテーブル（４４）に供給する。ここ
で、上位ビット（ＭＳＢ）は８ビットのソース・データ
（ＲＧＢ）のうち上位４ビットに設定される。
【００１１】ルックアップテーブル（４４）は上位ビッ
ト・バスライン（４２）から入力される現在のフレーム
（Ｆｎ）の上位ビット（ＭＳＢ）と、フレームメモリ
（４３）から入力される直前のフレーム（Ｆｎ－１）の
上位ビット（ＭＳＢ）を、下の表１または表２に当ては
め、該当する修正データ（Ｍデータ）を選択する。修正
データ（Ｍデータ）は下位ビット・バスライン（４１）
からの下位ビット（ＬＳＢ）と加算されて液晶表示装置
に供給される。
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【表１】

【表２】

表１及び表２において、左側列は直前のフレーム（Ｆｎ
－１）のデータ電圧（ＶＤｎ－１）であり、最上行は現
在のフレーム（Ｆｎ）のデータ電圧（ＶＤｎ）である。
表１は最上位の４ビット（２０、２１、２２、２３）を
１０進数で表現したルックアップテーブルである。表２
は８ビットのデータのうち最上位４ビットの加重値（２
４、２５、２６、２７）を適用したルックアップテーブ
ルである。しかし、従来の高速駆動方式は、上位ビット
データ（ＭＳＢ）だけを比較するルックアップテーブル
を利用して該ルックアップテーブルに登録された修正デ
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ータ（Ｍデータ）を捜すため、ビデオデータの実際のグ
レーレベルと修正データ（Ｍデータ）の連続性がなくな
ったり、隣接した修正データ（Ｍデータ）の間にデータ
・オーバーシュートが発生したりする。これにより、図
５のように、実際に入力されるデータのグレーレベルと
修正データのグレーレベルの間には、矢印で表したグレ
ーレベル部分で修正データの値が乖離し、その分大きな
輝度変化が発生する。このような問題を解決するために
は、フレームメモリとルックアップテーブルのメモリ容
量を大きくしてフルビット（８ビット）のソースデータ
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を比較し、その結果選択されたフルビットの修正データ
を導き出すべきである。しかし、フルビットの比較はフ
レームメモリとルックアップテーブルのメモリ容量が大
きくなり、その分回路の構成に必要なコストが増大する
という別の問題点がある。例えば、８ビットのソースデ
ータを比較して８ビットの修正データ（Ｍデータ）を選
択するルックアップテーブルのメモリ容量は６５５３６
×８＝５２４Ｋｂである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】従って、本発明の目的
は、画質を向上させた液晶表示装置の駆動方法及び装置
を提供することである。
【００１３】
【発明の構成及び作用】前記目的を達成するために、本
発明による液晶表示装置の駆動方法は、少なくとも２つ
の修正データを設定する段階と、ソースデータのグレー
レベル値と近接するグレーレベルを中心とする前記少な
くとも２つの修正データを含む修正データバンドを導き
出す段階と、修正データバンド内で互いに直交する２軸
方向に第１及び第２近似演算を実施して前記２つの修正
データ間に位置する未設定の修正データを導き出し、そ
れにより前記ソースデータを修正する段階を含む。
【００１４】本発明による液晶表示装置の駆動方法は、
ソースデータを上位ビットと下位ビットに分割する段階
と、上位ビットと下位ビットを１フレーム期間の間にそ
れぞれ遅延させる段階を更に含む。
【００１５】本発明による液晶表示装置の駆動方法にお
いて、修正データバンドを導き出す段階は、前記修正デ
ータが登録されたルックアップテーブルで現在のフレー
ムの上位ビットと前記遅延されたフレームの上位ビット
を比較し、その比較結果により前記修正データバンドを
導き出す段階を更に含む。
【００１６】本発明による液晶表示装置の駆動方法にお
いて、第１及び第２近似演算を実施する段階は、修正デ
ータバンド内の横軸に現在の下位ビットを利用して第１
近似演算を実施することで前記横軸上に存在する２つの
第１近似値を導き出す段階と、２つの第１近似値の間の
線上で直前の下位ビットを利用して第２近似演算を実施
し、前記未設定の修正データを導き出す段階を含む。
【００１７】本発明による液晶表示装置の駆動方法にお
いて、第１及び第２近似演算を実施する段階は、修正デ
ータバンド内の縦軸に直前の下位ビットを利用して第１
近似演算を実施することにより前記縦軸上に存在する２
つの第１近似値を導き出す段階と、２つの第１近似値の
間の線上で現在の下位ビットを利用して第２近似演算を
実施して前記未設定の修正データを導き出す段階を含
む。
【００１８】本発明による液晶表示装置の駆動装置は、
少なくとも２つの修正データが設定されており、ソース
データのグレーレベル値と近接するグレーレベルを中心
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とする前記少なくとも２つの修正データを含む修正デー
タバンドを導き出すためのルックアップテーブルと、修
正データバンド内で互いに直交する２軸方向に第１及び
第２近似演算を実施することにより前記修正データの間
に位置する未設定の修正データを導き出して前記ソース
データを修正する修正部とを具備する。
【００１９】本発明による液晶表示装置の駆動装置は、
ソースデータと上位ビットを遅延させる第１フレームメ
モリと、ソースデータの下位ビットを遅延させる第２フ
レームメモリとを更に具備する。
【００２０】本発明による液晶表示装置の駆動装置にお
いて、修正データバンドは、前記修正データが登録され
たルックアップテーブル内で遅延された上位ビットと遅
延されていない上位ビットを比較し、その結果により導
き出されることを特徴とする。
【００２１】本発明による液晶表示装置の駆動装置にお
いて修正部は、前記修正データバンド内の横軸に現在の
下位ビットを利用して第１近似演算を実施することによ
り前記横軸上に存在する２つの第１近似値を導き出す第
１近似演算部と、前記２つの第１近似値の間の線上で前
記直前の下位ビットを利用して第２近似演算を実施して
前記未設定された修正データを導き出す第２近似演算部
とを具備する。
【００２２】本発明による液晶表示装置の駆動装置にお
いて修正部は、修正データバンド内の縦軸に前記直前の
下位ビットを利用して第１近似演算を実施することによ
り前記縦軸上に存在する２つの第１近似値を導き出す第
１近似演算部と、前記２つの第１近似値の間の線上で前
記直前の下位ビットを利用して第２近似演算を実施して
前記未設定された修正データを導き出す第２近似演算部
とを具備する。
【００２３】本発明による液晶表示装置の駆動装置は、
修正部により修正されたデータを前記液晶表示装置に供
給するためのデータドライバと、液晶表示装置にスキャ
ニング信号を供給するためのゲートドライバと、ソース
データを前記修正部に供給すると共に前記データドライ
バとゲートドライバを制御するためのタイミングコント
ローラとを更に具備する。
【００２４】本発明による液晶表示装置の駆動装置は、
ソースデータの上位ビットと前記ソースデータの下位ビ
ットを遅延させる単一のフレームメモリとを更に具備す
ることを特徴とする。
【００２５】本発明による液晶表示装置の駆動装置にお
いて修正部は、前記修正データバンド内の横軸に前記現
在の下位ビットを利用して第１近似演算を実施すること
で前記横軸上に存在する２つの第１近似値を導き出すと
共に、２つの第１近似値の間の線上で前記直前の下位ビ
ットを利用して第２近似演算を実施して前記未設定の修
正データを導き出す単一の近似処理部とを具備する。
【００２６】本発明による液晶表示装置の駆動装置は、
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画像を表示するための液晶表示パネルと、少なくとも２
つの修正データが設定されており、ソースデータのグレ
ーレベル値と近接するグレーレベルを中心とする前記少
なくとも２つの修正データを含む修正データバンドを導
き出すためのルックアップテーブルと、修正データバン
ド内で互いに直交する２軸方向に第１及び第２近似演算
を実施して前記修正データの間に位置する未設定の修正
データを導き出して前記ソースデータを修正する修正部
とを具備する。
【００２７】
【作用】本発明による液晶表示装置の駆動方法及び装置
は、所定の大きさの修正データバンドを設定し、該修正
データバンド内で近似演算を実施して修正データを選択
する。
【００２８】
【発明の実施態様】以下、図６乃至図１５を参照して本
発明の好ましい実施例を説明する。
【００２９】図６に示すように、本発明による液晶表示
装置の駆動装置は、データライン（６５）とゲートライ
ン（６６）の交差部に液晶セル（Ｃｌｃ）を駆動するた
めのＴＦＴが形成された液晶パネル（６７）と、液晶パ
ネル（６７）のデータライン（６５）にデータを供給す
るためのデータドライバ（６３）と、液晶パネル（６
７）のゲートライン（６６）にスキャニングパルスを供
給するためのゲート・ドライバ（６４）と、デジタル・
ビデオ・データと同期信号（ＨＶ）が供給されるタイミ
ングコントローラ（６１）と、タイミングコントローラ
（６１）とデータドライバ（６３）の間に接続されて入
力データ（ＲＧＢデータ）を修正するためのデータ修正
部（６２）とを具備する。
【００３０】液晶パネル（６７）は間に液晶が注入され
て二枚のガラス基板からなり、その下部ガラス基板の上
にデータライン（６５）とゲートライン（６６）が相互
に直交するように形成される。データライン（６５）と
ゲートライン（６６）の交差部に形成されたＴＦＴは、
スキャニングパルスに応じてデータライン（５５）上の
液晶セル（Ｃｌｃ）に電界の影響を及ぼさせる。このた
めに、ＴＦＴのゲート電極はゲートライン（６６）に接
続され、ソース電極はデータライン（６５）に接続され
る。そしてＴＦＴのドレーン電極は液晶セル（Ｃｌｃ）
の画素電極に接続される。
【００３１】タイミングコントローラ（６１）は図示し
ないデジタル・ビデオ・カードから供給されるデジタル
・ビデオ・データを再整列する。タイミングコントロー
ラ（６１）により再整列されたデータ（ＲＧＢデータ）
はデータ修正部（６２）に供給される。
【００３２】また、タイミングコントローラ（６１）は
入力される水平／垂直同期信号（ＨＶ）を利用してドッ
トクロック（Ｄｃｌｋ）、ゲート・スタート・パルス
（ＧＳＰ）、図示しないゲート・シフト・クロック（Ｇ
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ＳＣ）、出力イネーブル／ディスエーブル信号などのタ
イミング制御信号と極性の制御信号を生成し、データド
ライバ（６３）とゲートドライバ（６４）を制御する。
ドットクロック（Ｄｃｌｋ）と極性制御信号はデータ・
ドライバ（６３）に供給され、ゲート・スタート・パル
ス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック（ＧＳＣ）は
ゲートドライバ（６４）に供給される。
【００３３】ゲートドライバ（６４）はタイミングコン
トローラ（６１）から供給されるゲート・スタート・パ
ルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック（ＧＳＣ）
に応じてスキャンパルス、即ちゲート・ハイパルスを順
次発生するシフト・レジスタと、スキャンパルスの電圧
を液晶セル（Ｃｌｃ）の駆動に適合したレベルにシフト
させるためのレベル・シフトを含む。このスキャンパル
スに応じてＴＦＴはターン・オンされる。ＴＦＴがター
ン・オンされる際に、データライン（６５）上のビデオ
・データは液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に供給され
る。
【００３４】データドライバ（６３）にはデータ修正部
（６２）により修正された赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青
（Ｂ）色の修正データ（ＲＧＢ  Ｍデータ）が供給され
ると共に、タイミングコントローラ（６１）からドット
クロック（Ｄｃｌｋ）が入力される。このデータドライ
バ（６３）はドットクロック（Ｄｃｌｋ）により赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）色の修正データ（ＲＧＢ
  Ｍデータ）をサンプリングした後、１ライン分ずつラ
ッチする。このデータドライバ（６３）によりラッチさ
れたデータはアナログ・データに変換され、スキャン期
間毎にデータライン（６５）に供給される。データドラ
イバ（６３）は修正データに対応するガンマ電圧をデー
タライン（６５）に供給することもできる。
【００３５】データ修正部（６２）は直前のフレーム
（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）の変化の有無に
よりルックアップテーブルを利用して現在入力されるデ
ータ（ＲＧＢデータ）を修正する。また、データ修正部
（６２）は近似値を利用してルックアップテーブルに登
録された修正データの間の微細な修正値を導き出して現
在入力されたデータ（ＲＧＢ）を修正する。ここで、ル
ックアップテーブルのデータ幅は上位ビット（ＭＳＢ）
のデータ幅と同じでないが、フルビット・ソースデータ
（ＲＧＢ）のデータ幅（８ビット）のように同じくする
ことが好ましい。
【００３６】図７は本発明の第１実施例によるデータ修
正部（６２）を表す。
【００３７】図７に示すように、本発明によるデータ修
正部（６２）は下位ビット（ＬＳＢ）が入力される第１
フレームメモリ（７３Ａ）と、上位ビット（ＭＳＢ）が
入力される第２フレームメモリ（７３Ｂ）と、直前のフ
レームと（Ｆｎ）と現在のフレームの上位ビット（ＭＳ
Ｂ）を比較して所定の大きさの修正データバンドを導き
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出すためのルックアップテーブル（７４）と、修正デー
タバンド内でＸ軸（横軸）の値に関して第１近似演算を
実施するための第１近似演算部（７５）と、第１近似値
の間のＹ軸（縦軸）上で第２近似演算を実施するための
第２近似演算部（７６）とを具備する。
【００３８】第１フレームメモリ（７３Ａ）はタイミン
グコントローラ（６１）の下位ビットバスライン（７
１）に接続され、タイミングコントローラ（６１）から
入力される下位ビット（ＬＳＢ）を１フレーム期間の間
に保存する。そして第１フレームメモリ（７３Ａ）はフ
レーム毎に保存された下位ビット（ＬＳＢ）を第２近似
演算部（７６）に供給する。
【００３９】第２フレームメモリ（７３Ｂ）はタイミン
グコントローラ（６１）の上位ビット・バスライン（７*
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*２）に接続され、タイミングコントローラ（６１）から
入力される上位ビット（ＭＳＢ）を１フレーム期間の間
に保存する。そして第２フレームメモリ（７３Ｂ）はフ
レーム毎に保存された上位ビット（ＭＳＢ）をルックア
ップテーブル（７４）に供給する。
【００４０】ルックアップテーブル（７４）は、タイミ
ングコントローラ（６１）の上位ビット・バスライン
（７２）から入力される現在のフレーム（Ｆｎ）の上位
ビット（ＭＳＢ）と、フレームメモリ（７３）から入力
される直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビット（ＭＳ
Ｂ）を比較する。そして、ルックアップテーブル（７
４）は、比較結果により下の関係式①乃至③を満足する
修正データから所定データの大きさの修正データバンド
（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）を導き出す。

  ＶＤｎ  ＜  ＶＤｎ－１  ---＞  ＭＶＤｎ  ＜  ＶＤｎ------①

  ＶＤｎ  ＝  ＶＤｎ－１  ---＞  ＭＶＤｎ  ＝  ＶＤｎ------②

  ＶＤｎ  ＞  ＶＤｎ－１  ---＞  ＭＶＤｎ  ＞  ＶＤｎ------③
関係式①乃至③において、ＶＤｎ－１は直前のフレーム
のデータ電圧、ＶＤｎは現在のフレームのデータ電圧、
そしてＭＶＤｎは修正データ電圧をそれぞれ表す。
【００４１】データ修正部（６２）に入力されるソース
データが８ビットであり、ルックアップテーブル（７ *

*４）に入力される上位ビットが４ビットである場合に、
ルックアップテーブル（７４）に登録された修正データ
は下の表３のようである。
【表３】

【００４２】表３で分かるように、ルックアップテーブ
ル（７４）はソースデータ（ＲＧＢ）のグレーレベルを
１７×１７で比較し、その比較結果により関係式①乃至
③を満足するように設定された８ビットの修正データを
選択する。このルックアップテーブル（７４）のメモリ
容量は２８９×８＝２，３１２ビットに過ぎないので、
８ビット比較／８ビット修正データ誘導方式のルックア
ップテーブルの容量（５２４Ｋｂs）に比べて小さくな

る。ここで、２８９は、ルックアップテーブル（７４）
に入力されるソースデータである現在のフレーム（Ｆ
ｎ）と直前のフレーム（Ｆｎ－１）の、１７のグレーレ
ベルの上位ビット（ＭＳＢ）の積である。
【００４３】このルックアップテーブル（７４）内に登
録されないソースデータ（ＲＧＢ）のグレーレベル範
囲、即ち、１～１５、１７～３１、３３～４７、４９～
６３、９７～１１１、１１３～１２７、１２９～１４
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３、１４５～１５９、１７７～１０１、１９３～２０
７、２０９～２２３、２４１～２５４のグレーレベルデ
ータは、ルックアップテーブル（７４）内に修正データ
として設定されたグレーレベル値に最も近接している２
つのグレーレベル間で近似演算を実施することで導き出
される。これに比べて従来技術では、前記ルックアップ
テーブル（７４）内に登録されていないソースデータ
（ＲＧＢ）のグレーレベル範囲は、ルックアップテーブ
ルで選択された修正データに加算される下位ビット（Ｌ
ＳＢ）により決定される。近似演算が実施される修正デ
ータバンドは、ソースデータ（ＲＧＢ）のグレーレベル
値と最も近接したグレーレベル値を有する水平及び垂直
方向に隣接した修正データ間のデータ領域である。
【００４４】第１近似演算部（７５）は、ルックアップ
テーブル（７４）から読み出した修正データバンド内で
現在のフレーム（Ｆｎ）の下位ビット（ＬＳＢ）にＸ軸
方向に第１近似演算を実施して２つの第１近似値（Ａ
１、Ａ２）を導き出す。
【００４５】第２近似演算部（７６）は、直前のフレー
ム（Ｆｎ－１）の下位ビット（ＬＳＢ）を利用して第１
近似値（Ａ１、Ａ２）の間のＹ軸の値に関して第２近似
演算を実施して修正データ（Ｘ）を導き出す。
【００４６】第１近似演算と第２近似演算の過程は図８
のように進行する。
【００４７】図８に示すように、まず第１及び第２フレ
ームメモリ（７３Ａ、７３Ｂ）によりそれぞれ遅延され
た直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビット（ＭＳＢ）
と下位ビット（ＬＳＢ）を読み出し、現在のフレーム
（Ｆｎ）の上位ビット（ＭＳＢ）と下位ビット（ＬＳ
Ｂ）を読み出す（Ｓ８１及びＳ８２段階）。このように
読み出された現在のフレーム（Ｆｎ）と直前のフレーム
（Ｆｎ－１）の上位ビット（ＭＳＢ）を利用し、ルック
アップテーブル（７４）からソースデータ（ＲＧＢ）に
対応する修正データバンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）を導き出
す（Ｓ８３段階）。この修正データバンド（ａ、ｂ、
ｃ、ｄ）は、図９のように、ルックアップテーブル（７
４）にソースデータとして入力される上位ビット（ＭＳ
Ｂ）の間のデータ範囲である。
【００４８】第１近似演算部（７５）は、修正データバ
ンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）内で現在のフレーム（Ｆｎ）の
下位ビット（ＬＳＢ）値に第１近似演算を実施すること
により、修正データバンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）内で垂直
に対向する２つの第１近似値（Ａ１、Ａ２）を導き出
す。この第１近似演算は、図９のように、修正データバ
ンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）内でＸ軸の値に関して実施され
る。（Ｓ８４段階）
【００４９】第２近似演算部（７６）は、修正データバ
ンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）内で直前のフレーム（Ｆｎ－
１）の下位ビット（ＬＳＢ）値に第２近似演算を実施す
ることにより、２つの第１近似値（Ａ１、Ａ２）の垂直
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線上で修正データ（Ｘ）を導き出す。この第２近似演算
は図９のように修正データバンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）内
でＹ軸の値に関して実施される（Ｓ８５段階）。
【００５０】図１０は本発明の第２実施例によるデータ
修正部（６２）を表す。
【００５１】図１０に示すように、本発明の第２実施例
によるデータ修正部（６２）は、下位ビット（ＬＳＢ）
が入力される第１フレームメモリ（１０３Ａ）と、上位
ビット（ＭＳＢ）が入力される第２フレームメモリ（１
０３Ｂ）と、直前のフレームと（Ｆｎ）と現在のフレー
ムの上位ビット（ＭＳＢ）を比較して所定の大きさの修
正データバンドを導き出すためのルックアップテーブル
（１０４）と、修正データバンド内でＹ軸（縦軸）の値
に関して第１近似演算を実施するための第１近似演算部
（１０５）と、第１近似値の間のＸ軸（横軸）上で第２
近似演算を実施するための第２近似演算部（１０６）と
を具備する。
【００５２】第１フレームメモリ（１０３Ａ）はタイミ
ングコントローラ（６１）の下位ビットバスライン（１
０１）に接続されてタイミングコントローラ（６１）か
ら入力される下位ビット（ＬＳＢ）を１フレーム期間の
間に保存する。そして、第１フレームメモリ（１０３
Ａ）はフレーム毎に保存された下位ビット（ＬＳＢ）を
第１近似演算部（１０５）に供給する。
【００５３】第２フレームメモリ（１０３Ｂ）は、タイ
ミングコントローラ（６１）の上位ビット・バスライン
（１０２）に接続されてタイミングコントローラ（６
１）から入力される上位ビット（ＭＳＢ）を１フレーム
期間の間に保存する。そして第２フレームメモリ（１０
３Ｂ）は、フレーム毎に保存された上位ビット（ＭＳ
Ｂ）をルックアップテーブル（１０４）に供給する。
【００５４】ルックアップテーブル（１０４）は、タイ
ミングコントローラ（６１）の上位ビット・バスライン
（１０２）から入力される現在のフレーム（Ｆｎ）の上
位ビット（ＭＳＢ）と、フレームメモリ（１０３）から
入力される直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビット
（ＭＳＢ）を比較する。そして、比較結果により、関係
式①乃至③を満足するように設定された表３のような修
正データが登録されたルックアップテーブル（１０４）
により、修正データバンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）を導き出
す。ルックアップテーブル（１０４）により導き出され
た修正データバンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）は第１近似演算
部（１０５）に供給される。ルックアップテーブル（１
０４）に登録された修正データを表３に示す。
【００５５】表３のルックアップテーブル（１０４）に
登録されないソースデータ（ＲＧＢ）のグレーレベルデ
ータは、修正データバンド内で実施される近似演算によ
りその修正値が決定される。
【００５６】第１近似演算部（１０５）は、ルックアッ
プテーブル（１０４）から導き出された修正データバン
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ド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）内で、直前のフレーム（Ｆｎ－
１）の下位ビット（ＬＳＢ）のＹ軸の値に関して第１近
似演算を実施して２つの第１近似値（Ｂ１、Ｂ２）を導
き出す。
【００５７】第２近似演算部（１０６）は、現在のフレ
ーム（Ｆｎ）の下位ビット（ＬＳＢ）を利用して第１近
似値（Ｂ１、Ｂ２）の間のＸ軸の値に関して第２近似演
算を実施して修正データ（Ｘ）を導き出す。
【００５８】図１１は本発明の第２実施例によるデータ
修正部（６２）により遂行される近似演算過程を段階的
に表す。
【００５９】図１１に示すように、まず第１及び第２フ
レームメモリ（１０３Ａ、１０３Ｂ）によりそれぞれ遅
延された直前のフレーム（Ｆｎ－１）の上位ビット（Ｍ
ＳＢ）と下位ビット（ＬＳＢ）と、現在のフレーム（Ｆ
ｎ）の上位ビット（ＭＳＢ）と下位ビット（ＬＳＢ）を
読みこむ（Ｓ１１１及びＳ１１２段階）。このように読
みこまれた現在のフレーム（Ｆｎ）と直前のフレーム
（Ｆｎ－１）の上位ビット（ＭＳＢ）を利用し、ルック
アップテーブル（１０４）からソースデータ（ＲＧＢ）
に対応する修正データバンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）を導き
出す（Ｓ１１３段階）。この修正データバンド（ａ、
ｂ、ｃ、ｄ）は、図１２のように、ルックアップテーブ
ル（１０４）に入力されるソースデータの上位ビット
（ＭＳＢ）に対応する修正データ値に最も近接した四つ
の修正データバンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）をデータ範囲と
する。
【００６０】第１近似演算部（１０５）は、修正データ
バンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）内で現在のフレーム（Ｆｎ）
の下位ビット（ＬＳＢ）値に第１近似演算を実施するこ
とにより、修正データバンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）内の同
じ垂直位置で対向する２つの第１近似値（Ｂ１、Ｂ２）
を導き出す。この第１近似演算は、図１２のように、修
正データバンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）内でＸ軸の値に関し
て実施される（Ｓ１１４段階）。
【００６１】第２近似演算部（１０６）は、修正データ
バンド（ａ、ｂ、ｃ、ｄ）内で直前のフレーム（Ｆｎ－
１）の下位ビット（ＬＳＢ）値に第２近似演算を実施す
ることにより２つの第１近似値（Ｂ１、Ｂ２）を結ぶ線
分の垂直線上で修正データ（Ｘ）を導き出す。この第２
近似演算は、図１２のように、修正データバンド（ａ、
ｂ、ｃ、ｄ）内でＹ軸の値に関して実施される。（Ｓ１
１５段階）
【００６２】一方、図７と図１０に図示された２つのフ
レームメモリ（７３Ａ、７３Ｂ、１０３Ａ、１０３Ｂ）
は１つに統合することができる。図１３は図７に図示さ
れたフレームメモリ（７３Ａ、７３Ｂ）が１つのフレー
ムメモリ（７３）に統合されたデータ修正部（６２）を
表す。図１４は図１０に図示されたフレームメモリ（１
０３Ａ、１０３Ｂ）が１つのフレームメモリ（１０３）*
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*に統合されたデータ修正部（６２）を表す。また、第１
近似演算と第２近似演算をそれぞれ実施する２つの近似
演算部（７５、７６、１０５、１０６）は、図１５のよ
うに１つに統合することもできる。
【００６３】
【発明の効果】上述のように、本発明による液晶表示装
置の駆動方法及び装置は、所定の大きさの修正データバ
ンドを設定し、該修正データバンド内で近似演算を実施
して修正データを選択する。その結果、本発明による液
晶表示装置の駆動方法及び装置は、近似演算により選択
された修正データが線形的に増減するように表れるの
で、修正データの間の不連続点がなくなり、その分画質
が向上する。更に、本発明による液晶表示装置の駆動方
法及び装置は、ルックアップテーブルに登録されない修
正データを近似演算により導き出すことで、ルックアッ
プテーブルメモリの大きさを減らすことができる。
【００６４】以上説明した内容を通し、当業者であれば
本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な変更及び修
正が可能であることが分かる。例えば、データ修正部
は、ルックアップテーブル以外にもプログラムとこれを
実行するためのマイクロプロッセッサなどの異なる形態
にすることもできる。また、本発明による技術的思想
は、データ修正が必要なすべての分野、例えば、プラズ
マディスプレイ（ＰＤＰ）、電界放出表示装置（ＦＥ
Ｄ）、エレクトロ・ルミネセンス表示装置（ＥＬ）など
のデジタル平板表示装置などに適用することができる。
従って、本発明の技術的な範囲は、明細書の詳細な説明
に記載された内容に限定されず、特許請求の範囲によっ
て定められる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は通常の液晶表示装置におけるデータによ
る輝度変化を表す波形図である。
【図２】図２は従来の高速駆動方法におけるデータ修正
による輝度変化の一例を表す波形図である。
【図３】図３は８ビットのデータで従来の高速駆動方法
の一例を表す図面である。
【図４】図４は従来の高速の駆動装置を表すブロック図
である。
【図５】図５は表２の修正データを表すグラフである。
【図６】図６は本発明の実施例による液晶表示装置の駆
動装置を表すブロック図である。
【図７】図７は図６に図示されたデータ修正部の第１実
施例を表すブロック図である。
【図８】図８は本発明の第１実施例による液晶表示装置
の駆動方法を段階的に表すフローチャートである。
【図９】図９は本発明の第１実施例による液晶表示装置
の近似演算過程を表す図面である。
【図１０】図１０は図６に図示されたデータ修正部の第
２実施例を表すブロック図である。
【図１１】図１１は本発明の第２実施例による液晶表示
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装置の駆動方法を段階的に表すフローチャートである。
【図１２】図１２は本発明の第２実施例による液晶表示
装置の近似演算過程を表す図面である。
【図１３】図１３は図６に図示されたデータ修正部の第
３実施例を表すブロック図である。
【図１４】図１４は図６に図示されたデータ修正部の第
４実施例を表すブロック図である。
【図１５】図１５は図６に図示されたデータ修正部の第
５実施例を表すブロック図である。
【符号の説明】
４２、６２：上位ビット・バスライン
４３：フレームメモリ *
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*４４、７４、１０４：ルックアップテーブル
６１：タイミングコントローラ
６２：データ修正部
６３：データドライバ
６４：ゲートドライバ
６５：データライン
６６：ゲートライン
６７：液晶パネル
７３Ａ、１０３Ａ：第１フレームメモリ
７３Ｂ、１０３Ｂ：第２フレームメモリ
７５、１０５：第１近似演算部
７６、１０６：第２近似演算部

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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